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へき地における歯科ネットワークに  

関する提案  

＊長崎の離 事停吐などを通して住   

へき地保健医療検討会  

日本歯科医師会 角町正勝  

保健医療対策の現  

1）へき地医療拠点病院にお  いて歯科を標模している病院  

73施設（30道府県）／263施設（43都道府県）   

2）へき地医療診療所において歯科を標模している診療所  

66施設（23都道府県）／1063施設（47都道府県）  

へき地ネット（へき地情報ネットワーク垣蜘）データベーねり  

以上のことから、へき地医療拠点病院やへき地医療診療所  
における歯科医療の提供は必ずしも十分だとはいえない。  

このことは、へき地住民の口腔の保健・医療・福祉に関わる  

安心安全な体制整備の課題といえる。  
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住民の安心安全のために  
口腔保健■医  の安定供給は必須  

住民の生活や健康問題を考えるとき、歯科関係者  ●  

の関わりは、口の崩壊がもたらす  高  齢者の生活の  
破綻や生活の質の低下を予防する意味で重要であ  
る。  

医療計画策定の中で、歯科の関わりは、4疾患に関  
わる医療連携の中で、ロの問題を支援する形で明  
記されてきている。  

→しかし、離島■僻地までについては十分な体制作り  
ができていない。  

●  

なぜ離島・へき地では不十分なのでしょうか？  

歯学教育における地域医療等への  

関わりの現状  

保健・医療一福祉制度  

一般目標：  

保健、医療、福祉に関連する社会制度、地域医療および社  
会環境を理解する。  

到達目標：  

・地域医療に求められる役割と機能および体制等、地域  
医療の在り方を概説できる。  
・地域における保健・医療】福祉・介護の分野間の連携およ  

び他職種間の連携の必要性について説明できる。  

歯学教育モデル■コア・カリキュラム（平成19年度改定版より抜粋）  

ー＞へき地に特化した教育は行われていない  
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事例1   

中山問地域に見られる歯科事情  
高知県・山口県・愛知県などの  

・山間地域における無菌科医地区の増加の原因が、   
医療機関の廃止、交通の便の悪化、地域区分の変   
更などが、地域的な特徴や人口減少などの問題に   
起因しているようである。  

・巡回診療車での対応訪問や診療機器の整備などに   

よる対応。  

・歯科に関わるへき地医の問題に対しては、へき地   
医療支援機構の機能やへき地の拠点病院機能が   
十分機能できていない状況など考えられる。  

頒拍1市町村別残存趨赦   

l－、い・こ・ち－l   

島根県における  

県民残存歯数調査   

平成13年度   

歯が少ない市町村は中山間地域、   

歯科医療機関数の少ない地域に   

みられ、県全体では80歳で一人   

平均10本の歯がある状況だった。  

平成17年度   

歯が少ない地域は県の中央部に   

集中し、成人歯科保健事業を実施   

しているところほど歯が多い状況で   

あり、県全体では80歳で一人平均   

12本の歯がある状況だった。  

■■  

丁こiト；ご」   

l   

二■－‾  

J■■  

ニ旧市町村ことに残存紋好を上位からランク付けし 上位市町村  
二ニ＝旧市町村ことに残存競緻を上位からランク付けし．中位市町村  

■■＝旧市町村ことに椎存鼠秒を上位からランク佃ナし 下位市町村  

出典：島根県「平成13年度及び平成17年度  

県民残存歯数調査」   
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事例2 
椛島における歯科受療ニーズ調査  

・樺島：人口約230、歯科医院無し  

福江島の東、約20km、福江港よりフェリーで約30分  

平成21年5月14日、15日に実施された健康調査で歯科  

健診を受けた40歳以上の71名（男性26名、女性45名）  

面接による聞き取り調査   平成21年5月14日、15日実施  
長崎大学大学院医歯薬総合研究科  
口腔保健学t林田秀明・書藤俊行  

椛島調査のまとめ  

・8割の者が歯科医院がなくて困ったことがある。  

・3割の者が歯が悪くなってもがまんする。  

■ 4割の者が治療回数を減らすために抜歯を選んだことがある。  

】6割の者が巡回診療を希望。  

そのうち6割が月1回以上を希望。  

■   
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ま と め  

1）品謂嘉襲撃監艶笑高論摺輝浣ヒ諒苧体  

へき地医療支援機構において、口腔の問題について医科との連携を含め、コー   
ディネイトできるシステムはまだ十分ではない。  

2間題を教育  
歯科医師の教育力リキュラムにおいてへき地医療に対する目標等が明確でな   

い。さらに自治体などから奨学金制度の支援要件などにも加えてもらうことも必   
要と思われる。  

き地医療拠点病院の機能の中にへ へ  
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の管理などを支援してもらえるような機  
いか。  

へき地住民の必要に応じ、へき地医療拠点病院等から歯科医師を派遣するな  
どの機能を強化する必要がある。  
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